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忠岡町長

和田舌衛

解与のごあいさつ
住民の皆掛こは、お健やかに新年をお数えのこととお慶び申し上げます。また、子宮

より本町の行政運営にご理解とご協力をいただきましたことに深く感謝申し上けます。

昨年は赤々な匂鹿又書に見原われた一年てした。3月に各生した東日本大東叉、9月
には台風12・15号が上陸し、各地に大きな枚書をもたらしました。心よりお見舞い申

し上けますとともに、一日も早い復興をご祈念申し上げます。

さて、わが国においては少子高給化社合の急速な進展にかえ、長引く経済の低温と雇

用の不妥定化、地球規模の環境閉趣や妥全・妥・Gへの食磯の高まりなど、私たちの生活
や包治体を取り巻く環境はかつてないほとの温租が山猿しています。

こうした中で、本町では昨年3月に新たな時代の潮流に的確に対応していくため、将

来のまちづくりを見据えた「第5次忠岡町総合計卑」を狙えいたしました。また、住民
の皆様といっしょに「日本一小さなまち」が「日本一元気なまち」を目指すため、昨年

8月に本町のイメージキャラクター「ただお課長」も汲生したところであります。

厳しい財政状況ではありますが、史なる財政の健全化に取り組み、第5次忠岡町総合
計動こ掲げる施泉・事常の実現に向け、住民にとって住みよい、妥心して盈らせるまち

っくりに取り組んでいく所存でありますのて、住民の皆様のご理解とこ協力をお願い申し上げます。

この一斗、値札の皆様が使康で希望の凍てる良いキてありますよう心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさ
つとさせていただきます。

つくりに取り組んでいく所存でありますのて、住民の皆様のご理解と

ト
た
だ
お
課
長
も
参
加
（
東
忠
岡
保
育
所
）



委莞委
′′　　代員

員芸長

井　安　中

手　明　村

職　委

葦員
理　長

平成24年

成　人　或貞

日　時　1月9日（月・祝）

午前9時　受付

午前10時　開式

会　場　ふれあいホール

該当者　平成3年4月2日～平成

4年4月1日生まれの方

内　容　第1部　式　典

第2部　青年団による

イベント

主　催　忠　岡　町

忠岡町教育委員会

協　力　忠岡町青年団体l窺議会

【間】教育委員会　生涯学習課

迫　田　村　田　田　野　野　井　原　枝　田

長　　　　善　隆　喜　秀　健　綾

井　川　　　野　澤　峠　　　野　辺　西　木

伸　　　和　明　吉

明　　　代　子　治

委

′′　　　／／　　　′′　　　′′　　　／ノ　　　′′

員

藤　田　西　泉　正　松　波

野　過　橋　元　木　本　過
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臥
す
■
′
二
軍
の
ご
あ
い
さ
つ

忠
岡
町
域
各
議
長

前

　

　

田

　

　

　

弘

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
千
嵐
2
4
年
の
新
本
を
お
牡
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
社
各
経
済
状
況
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
彩
等
に
よ
り

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
円
高
の
影
響
に
か
ぇ
、
タ
イ
の
洪
水
政
審
の
彩

尊
号
も
悠
合
さ
れ
、
経
済
の
先
行
き
に
不
逢
明
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
は
、
史
白
木
大
震
叉
以
降
も
紀
伊
半
島
を
中
心
に
大
き
な
被
告
を
残
し
た
台
風
1
2

号
及
び
台
風
1
5
号
な
ど
の
匂
然
史
書
で
、
全
国
的
に
と
り
わ
け
鹿
骨
開
催
者
、
観
丸

開
催
者
に
深
刻
な
彩
饗
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
多
く
蚤
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
け
ま
す
。

町
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
底
2
2
年
度
の
一
敗
合
計
決
算
は
3
年
ぶ
り
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
区
文
政
愚
の
主
な
理
由
は
、
地
方
史
付
観
音
の
依
存
財
源

に
よ
る
も
の
で
、
今
後
の
財
政
丸
逢
し
と
し
ま
し
て
は
、
町
税
区
人
の
落
ち
込
み
や

隠
普
と
な
っ
て
い
る
開
港
場
合
の
負
債
処
理
を
進
め
て
行
く
こ
と
か
ら
、
区
丈
の
悪

化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
史
な
る
財
政
健
全
化
を
進
め
、

昨
年
、
策
定
し
ま
し
た
本
町
の
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
第
5
次
忠
岡
町
盤
合

計
晶
の
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
夢
・
希
望
・
感
動
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
　
つ
く
り
を
町

民
と
と
も
に
目
指
し
て
努
力
す
る
所
思
で
あ
り
ま
す
。

と
う
そ
、
本
年
も
町
鶏
舎
埋
骨
に
こ
理
解
と
よ
り
一
周
の
ご
丈
後
、
こ
悌
カ
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
斗
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
の
盈

ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す

町

　

長

　

　

和

　

田

　

吉

　

衛

教

育

長

　

　

前

　

川

　

喜

代

治

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

正大

議

　

会

　

議

　

具
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レ
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員
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公
平
委
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委
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岡
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農
業
委
員
会
委
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会

　

　

長

　

前

職
務
代
理
　
坂

蒐

　

巳

清
一
郎

利

　

幸

允

　

信

秋

　

夫
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固
定
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評
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委
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委
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委
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委
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会
委
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委
員
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原

千
代
司
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雄

成

　

弘

健
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司
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．
・
し
、
J
r
．
■
ト
敵
」

ト
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園

役
場
は
1
月
4
田
鵬
か
ら

通
常
ど
お
り
開
庁
し
ま
す



プロ野球選手ガ町にやってきます！

ぜひヱ穀等ください！

と　き　1月7日（土）　9：30～正午（9：00受付）

会　場　町民グラウンド　※雨天時は東忠岡小学校体育館

内　容　本町少年野球チームへの野球指導等

【指導選手】

北川　博敏選手　オリックスバッファローズ内野手

山崎　浩司選手　オリックスバッファローズ内野手

丁　一　岡田選手　オリックスバッファローズ外野手

藤井　彰人選手　阪神タイガース捕手

前川　勝彦選手　元オリックスバッファローズ投手

★選手みなさんの友人として

世界的な花人／赤井　　勝氏も来町されます。

主催／忠岡町・忠岡町教育委員会

後援／忠岡町体育指導委員協議会　協賛／ベースボール・プロショップ・ジロー
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平
成
2
4
年

摘
防
虫
，
神
武

視
問
点
検
、
消
防
団
員
に
よ
る

ポ
ン
プ
車
線
法
訓
練
、
一
斉
放

水
な
ど

み
な
さ
ん
！

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い

と

　

き

　

1

月

8

日

　

（

日

）

午
前
1
0
時
～

と
こ
ろ
　
大
津
川
河
川
公
園

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場

参
加
機
関

忠
岡
町
消
防
本
部
・
忠
岡
町
消

防
団
・
管
内
事
業
所
自
衛
消
防

隊
・
自
主
防
災
会
・
忠
岡
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

【間】消
防
本
部
　
℡
3
1
・
0
1
1
9

火
事
救
急
は

早
く
正
し
く
－
1
9
番

Ⅲ
忠
絢
附

マ
ラ
ソ
ン
大
岩

～
参
加
者
募
集
～
小
雨
決
行

★
日
　
時
　
3
月
1
1
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
発
走

★
コ
ー
ス
　
大
津
川河

川
公
園
周
回

★
募
集
コ
ー
ス

【
2
加
コ
ー
ス
】

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
低
学
年
）

②
小
学
生
低
学
年
の
部

【
3
血
コ
ー
ス
】

③
小
学
生
男
子
の
部

④
小
学
生
女
子
の
部

⑤
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑥
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

【
1
0
k
m
コ
ー
ス
】

⑦
一
般
男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

⑧
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

★
参
加
資
格
　
健
康
で
走
れ
る
方

★
参
加
費
　
無
　
料

★
申
込
期
間
　
1
／
2
0
～
2
／
2
0

★
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
4
階
）

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

関
西
空
壁
一
コ
ー
ス

′
管
掌
訝
リ
ア

泉
州
国
際
市
民
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
2

2
／
1
9
（
田
）
開
催
せ
ま
る

今
回
は
、
本
町
友
好
都
市
か
ら

2
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
忠
岡
町
国
際
交
流
協

会
（
小
島
保
洋
会
長
）
　
の
招
噂
に

よ
る
事
業
で
、
来
日
中
は
、
本
町

住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ラ
ン
ナ
ー
紹
介
】

ボ
ー
ル
・
グ
リ
ー
ン
さ
ん

（
男
性
4
0
歳
）

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ュ
ウ
さ
ん

（
女
性
4
7
歳
）

K
L
M
オ
ラ
ン
ダ
航
空

日
本
就
航
6
0
周
年
－
・

★
世
界
最
古
の
翼
－
K
L
M
オ
ラ
ン

タ
航
空
－
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
1
　
～
1
月
2
9
日
　
（
日
）

世
界
最
古
の
エ
ア
ラ
イ
ン
K
L
M

オ
ラ
ン
タ
航
空
の
軌
跡
を
年
表
と
と

も
に
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
ご
紹
介
。

場
　
所
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
4
階

ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
カ
フ
ェ

料

　

金

　

無

　

料

★
F
a
六
U
e
 
b
O
O
k
で
交
流
！

N

R

L

＆

J

P

N

専
用
の
F
a
C
e
b
0
0
k
情
報
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
ま
す
。

★
オ
ラ
ン
ダ
を
味
覚
で
体
験
！
オ
ラ

ン
ダ
風
機
内
食
・
オ
ラ
ン
タ
フ
ー

ド
の
販
売
　
～
1
月
2
9
日
　
（
日
）

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
オ
ラ
ン
タ
を

『
味
覚
』
　
に
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
メ
ニ
ュ
ー
を
期
間
限
定
で
販
売
い

た
し
ま
す
。

①
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
オ
ブ
・
コ
ン
コ

ル
ド
　
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

3
階
）

【
営
業
時
間
】
　
1
1
時
～
2
1
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
2
0
時
）

②
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
カ
フ
ェ
　
（
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
4
階
）
　
土
・
R
÷
祝

【
営
業
時
間
】
　
1
0
時
～
1
9
時

メ
ニ
ュ
ー
／
オ
ラ
ン
ダ
風
機
内
食

（
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
）
3
8
n
U
n
U
円

オ
ラ
ン
タ
風
機
内
食
　
（
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
）
　
　
　
　
1
9
0
0
円

ク

ロ

ケ

ッ

ト

サ

ン

ド

5

0

0

円

他



拉致問題を考える国民大集会im大阪 
拉致被壱者の一日も早い帰国を目指し、拉致問題 

に関する府民の認識と理解を深めます。 

日　時　平成24年2月5日（日） 

開場13：00　開会14：00～　閉会16：00 

会　場　メルパルクホール／大阪市淀川区宮原4－2－1 

（地下鉄御堂筋線「新大阪」駅より約500m） 

人　数　800名 

主催　政府拉致問題対策本部、大阪府、府内全市町村 

人権協会役員、人権擁護委員のみなさんで、人権を守る

大切さを訴えました。

人権教室（11／24）人権擁護委員が忠岡

小2年生に人権の大切さを授業しました。

仕事も生活も大切にできる杜芸へ

女性が働き続けるための

環境や法制度は、徐々に整

備されつつありますが、実

際にはまだまだ男性中心の

しくみや慣習が根強く残っ

ています。

また、家事や子育て等に積極的に取り組みたいと考え

ている男性も増えており、従来の仕事中心のライフスタ

イルから、仕事・家庭・地域のバランスがとれたライフ

スタイルへの転換が必要です。　　　　【人権平和室】

盲軍芦器菜禦
●制度の概要：この制度は、住民票の写しや戸籍謄

本等を本人の代理人や第三者に交付したとき、

事前に登録した人（事前登録者）に対して交付

した事実を通知することにより、不正請求や、

不正取得を抑止するために、平成23年2月1

日から実施しています。

●事前登録対象者について

登録できる人のうち、本制度の利用を希望し、

事前に登録の申込みを行った人が事前登録者と

なります。

①本町の住民基本台帳又は戸籍の附票に記録さ

れている人

②本町が作成した戸籍に記載されている人

●本人通知制度の概要図

通知を希望する事前登録者

①事前登録　　　　　1†④本人通知

②住民票等の交付請求†J　③請求書等審査の

うえ交付

住民票の写し・戸籍謄本等の請求者
（本人の代理人・第三者）

【間】住民課

《人権ビデオの貸し出し》
r差別意識の解消に向けて」

第1巻　人権のまちづくり

第2巻　宅地建物取引における

土地差別

☆ご希望の方は、役場5階人権平≡　　世界人権宣言
和室（℡22－1122）までロ　　　剥露町

8男女共同参画の実現を
目指すまち　ただおか

～忠岡町男女共同参画計画　基本理念～

今月ご紹介するのは……基本目標Ⅳ

男女の人権が尊重される社会づくり

これらの施策に取り組みます。

●働く蟻にける男H共同参画の推進

●仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・ハランス）の推進

Ho543　201211（4）

街
頭
啓
発
活
動
（
1
2
／
2
）

人
権
パ
ネ
ル
展
　
（
1
2
／
5
～
9
）

世
界
人
権
宣
言
パ
ネ
ル
、
忠
岡
中
学

校
生
徒
の
人
権
作
文
を
掲
示
し
、
人
権

の
正
し
い
理
解
を
深
め
ま
し
た
。



ま－さかに備えて！：
山2．11町民グラウンド】

▲現地での活動を報告

▲防災訓練時に和田町長から伝達

」

▲婦人会、自衛隊による炊き出し訓練

家庭円火災警報器

設置していますガ？

住宅火災による死者数をより少

なくするため、平成16年の消防法

改正により、平成23年6月より、

火災の早期発見に効果のある住宅

用火災警報器の設置が、義務付け

られています。

●設置は普段、寝るところに使っ

ている部屋すべて。2階以上に

寝室かある場合は階段部分も。

●値段は、数千円前後で電気店や

ホームセンター等で扱っていま

す。購入の時は日本消防検定協

会の鑑定マークを目安にしてく

ださい。
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防
災
講
法
会

1
1
／
1
6
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
、
現
地
で
救

助
活
動
に
赴
い
た
消
防
職
員
を
代
表

し
て
岸
田
消
防
士
長
が
現
地
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
状
況
に
改
め
て
涙
す
る

場
面
も
あ
り
、
参
加
者
は
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
こ
冥
福
と
一
日

も
早
い
復
興
を
祈
り
ま
し
た
。

忠
岡
町
消
添
本
部
に

総
務
大
臣
表
彰

本
表
彰
は
、
東
日
本
大
震
災
へ

の
緊
急
派
遣
活
動
に
対
し
て
総
務

大
臣
か
ら
消
防
本
部
に
お
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。

藤
田
消
防
長
は
『
全
署
員
が
被

災
地
の
復
興
を
祈
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
一
層
の
防
災
意
識
の
向

上
の
た
め
啓
発
活
動
を
す
す
め
て

い
き
た
い
』
と
述
べ
ま
し
た
。

い
つ
か
や
っ
て
く
る
地
震
！

一
人
ひ
と
り
好

日
ザ
J
ろ
か
ら
の
備
え
を

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

①
身
の
安
全
を
図
り
、
す
ば
や
く

火
の
始
末
！

②
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
放
つ

③
と
っ
さ
に
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

④
余
震
に
備
え
る

⑤
近
所
の
方
々
と
協
力
し
て
応
急

救
護

津
波
来
襲
が
予
想
さ
れ
た
ら
…

と
に
か
く
高
い
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
！



／琴会革糾
第4回定例会

区　　分 刮�ｳ前 弌ﾉ�8ﾎ2�

扶 養 控 除 僖顫ﾙWﾙwｸﾕH�����hﾜ駛)i��｢�33万円 ��ﾂ�

特定扶養控除 （16歳以上19歳未満） 鼎Yiﾈ冷�33万円 

同居特別障害者加算 剳}養控除 �<�¥ｨ��･��"�

の特例措置 凾ﾉ加算 俔H�,��蠅�

l　加算額 �23万円 
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1
2
月
1
5
日
、
平
成
2
3
年
第
4
回

定
例
会
が
招
集
・
開
会
さ
れ
ま
し

た。

定
例
会
で
は
『
町
政
に
関
す
る

諸
問
題
』
　
に
つ
い
て
議
員
5
人
か

ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
平
成

2
2
年
度
の
決
算
な
ど
に
つ
い
て
報

告
か
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
認
定
』

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
等
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
4
件
の
意
見
書
が
追
加

提
出
さ
れ
、
1
件
が
可
決
、
3
件

が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
議
決
結
果
一
覧
》

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
と
泉
大
津
市
と
の
間
に

お
け
る
大
阪
府
か
ら
移
譲
さ
れ

る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
忠
岡
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
普
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◎
平
成
2
3
年
度
補
正
予
界
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

（
追
加
提
出
）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
意
見
香

◎
大
阪
府
立
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
に
よ
る
存

続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
年
金
受
給
資
格
期
間
の
1
0
年
へ

の
短
縮
を
求
め
る
意
見
番
に
つ

い
て

◎
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
大
阪
府
の
　
「
教
育
基
本
条
例
」

制
定
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

こ
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
6
5
歳

未
満
の
方
で
そ
の
年
金
支
払
額
が

1
0
8
万
円
以
上
の
方
や
、
6
5
歳

以
上
の
方
で
1
5
8
万
円
以
上
の

年
金
受
給
者
の
方
が
所
得
税
の
課

税
対
象
者
に
な
り
ま
す
。
（
年
金

の
金
額
が
こ
の
額
よ
り
少
な
い
場

合
は
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

年
金
に
課
税
さ
れ
る
所
得
税
は
、

各
支
払
月
の
支
給
さ
れ
る
年
金
額

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
1

月
に
前
年
分
の
　
「
源
泉
徴
収
票
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

等
の
際
に
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
き
ま
し
て

は
、
死
亡
届
　
（
未
支
給
届
）
　
を
提

出
さ
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
対
し
、

死
亡
届
　
（
未
支
給
届
）
　
の
提
出
か

ら
お
よ
そ
2
カ
月
程
度
で
源
泉
徴

収
票
（
準
確
定
申
告
用
）
　
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
障
書
年
金
」
　
や
　
「
遺

族
年
金
」
　
に
つ
い
て
は
非
課
税
で

す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
間
】
堺
西
社
会
保
険
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
・
府

民
税
の
非
課
税
限
度
額
な
ど
の

算
定
に
必
要
な
た
め
、
年
少
扶

養
親
族
で
あ
っ
て
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

・
特
定
扶
養
親
族
（
1
6
歳
以
上
2
3

歳
未
満
）
　
の
う
ち
、
1
6
歳
以
上

1
9
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
、
扶

養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
　
（
1
2
万

円
）
　
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除

の
額
が
3
3
万
円
に
な
り
ま
す
。

②
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
変
更

囲
民
年
金
　
【
保
険
課
】

税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

▼
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
　
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
平
成
2
4
年
度
か
ら
の
町
・
府
民

税
の
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
つ

い
て

①
扶
養
控
除
の
見
直
し

・
1
6
歳
未
満
の
年
少
扶
養
親
族

（
年
少
扶
養
親
族
）
　
に
係
る
扶

養
控
除
（
3
3
万
円
）
　
が
廃
止
に

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
0
期
分

介
護
保
険
料
第
用
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
7
期
分

町
　
府
　
民
　
税
第
4
期
分

納
期
限
は
1
月
3
1
日
で
す

改
正
前
の
同
居
特
別
障
害
者
加

算
の
特
例
は
、
配
偶
者
控
除
の
額

ま
た
は
扶
養
控
除
の
額
に
2
3
万
円

を
加
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
少

扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
別

障
害
者
の
場
合
の
障
害
者
控
除
の

額
（
3
0
万
円
）
　
に
2
3
万
円
を
加
算

す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
居
特
別
障
著
者
控

除
の
額
は
5
3
万
円
に
な
り
ま
す
。

∧
寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充
に
つ

いて＞平
成
2
3
年
1
月
1
日
以
降
に
支

出
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄
附

金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
が
5

千
円
か
ら
2
千
円
に
引
き
下
げ
ら

ま
し
た
。

▼
平
成
1
2
年
か
ら
け
年
に
相
続
等

に
よ
り
生
命
保
険
等
の
年
金
を

受
給
し
て
い
た
方
へ

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
の
う
ち
、
相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ

い
て
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な

ら
な
い
と
、
平
成
2
2
年
7
月
に
最

高
裁
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
平
成
2
2
年
1
0
月
か
ら
過
去

5
年
以
内
の
各
年
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
お
よ
び
町
・
府
民
税
を
納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
還
付

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
過
去
5
年
を
超
え
る
平
成
1
3

年
度
（
平
成
1
2
年
分
）
　
か
ら
平
成

1
8
年
度
　
（
平
成
1
7
年
分
）
　
に
つ
い

て
も
、
納
め
す
き
と
な
っ
て
い
る

方
に
、
そ
の
税
額
に
相
当
す
る
額



①一般家庭ごみ

馬瀬・北出・高月南・高月北

1月6日（金）

※1月3日の収集はありません。

忠岡商・中・北・東・新浜

1月4日（水）

②ペットボトル

南海線東側　1月17日（火）

南海線西側　1月　6日（金）

③資源ごみ（カン・ビン）

南海線東側1月　5日（木）

南海線西側　1月　9日（月）

④粗大ごみの収集受付

1月4El（水）9時～

TE L O800－123－5353

⑤内職等繊維ごみ（専用袋使用）

南海線東側　1月　6日（金）

南海線西側　1月10日（火）

⑥クリーンセンターへの直接持ち込み

1月4日（水）9時30分～

★搬入前にセンターへ連絡をお願い

します。　　℡072－423－2663
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を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
請
求
の
方
法
等
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

対
象
者
　
平
成
1
2
年
か
ら
H
年

の
間
に
相
続
等
に
よ
り
生
命
保

険
等
の
年
金
を
受
給
し
て
い
た

方
必
要
書
類

・
対
象
と
な
る
年
金
の
雑
所
得
の

金
額
の
計
算
書
（
所
得
税
特
別

還
付
金
の
決
定
通
知
書
等
）

・
対
象
と
な
る
年
金
の
受
給
期
間

・
総
額
な
ど
が
わ
か
る
書
類
（
保

険
証
券
の
写
し
な
ど
）

・
請
求
す
る
各
年
分
の
年
金
受
取

額
、
保
険
料
（
掛
金
）
額
等
の

わ
か
る
書
類

・
印
鑑
・
振
込
先
の
金
融
機
関
名

（
通
帳
な
ど
）

請
求
廟
間
　
平
成
2
4
年
1
月
1
日

～
1
2
月
3
1
日

▼
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
　
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

申
告
の
対
象
者
は
、
平
成
2
4
年

1
月
1
日
現
在
、
忠
岡
町
内
に
土

地
・
家
屋
を
除
い
た
事
業
用
資
産

を
お
持
ち
の
方
や
、
貸
し
付
け
業

と
し
て
忠
岡
町
内
に
償
却
資
産
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
、
及
び
平
成

2
3
年
中
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た

方
で
す
。
ま
た
、
平
成
2
3
年
中
に

廃
業
も
し
く
は
転
出
し
た
方
は
そ

の
旨
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
申
告

受
付
期
間
は
1
月
3
1
日
（
火
）
ま
で

で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
覇
い
し

ま
す
。

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
事
業

者
に
償
却
資
産
申
告
書
を
昨
年
1
2

月
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

で
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
場
合
は
税
務
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

①
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
改
築
・
滅

失
（
一
部
滅
失
を
含
む
）
し
た
方

②
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
方

・
農
地
を
宅
地
に
造
成
し
た
・

倉
庫
を
取
り
壊
し
居
宅
を
建
て

た
・
事
務
所
、
倉
庫
等
を
改
築

し
て
居
宅
に
変
更
し
た
・
居
宅

を
取
り
壊
し
青
空
駐
車
場
に
し

た
な
と

泉
大
津
税
務
署
よ
り

℡
3
3
・
5
6
0
1

▼
平
成
2
3
年
分
申
告
と
納
税

・
所
得
税
、
贈
与
税

3
／
1
5
　
（
木
）
　
ま
で

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税

4
／
2
　
（
月
）
　
ま
で

▼
平
成
2
3
年
分
確
定
申
告

【
申
告
会
場
】

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
1
階

泉
大
津
市
旭
町
2
2
の
4
5

【
開
設
期
間
】

2
／
l
（
水
）～

3
／
1
5
（
木
）

9
時
～
1
7
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
業
務
内
容
】

所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）
、

消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
書
の

作
成
と
書
類
提
出
の
受
付
。

※
こ
の
期
間
中
、
泉
大
津
税
務
署

で
は
、
作
成
済
み
の
申
告
書
等

の
受
付
、
納
税
、
納
税
証
明
書

の
発
行
及
び
用
紙
の
交
付
の
み

を
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
車

・
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
Ⅰ

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

自
宅
や
事
務
所
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
ご
自
身
の
確

定
申
告
書
等
を
作
成
し
、
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
h
t
t
p
＼
＼
w
w
w
．
n
t
p
g
O
】
p

▼
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

【
開
設
期
間
】

2
／
1
　
（
水
）
　
～
2
／
1
5
　
（
水
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
申
告
会
場
】

還
付
申
告
堺
会
場

堺
市
泉
が
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

3
階
（
泉
北
高
速
鉄
道
泉
ケ

丘
駅
前
）

▼
法
定
調
害
の
櫨
出

1
月
3
1
日
　
（
火
）
　
ま
で
に

～
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
～

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
、
法
定
調
書
合
計
表
等

ほ
、
1
月
3
1
日
ま
で
に
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
還
付
金
の
受
取
り
は
預
貯
金
口

座
へ
の
振
り
込
み
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

【
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と
】

◎
申
告
者
こ
本
人
名
義
の
口
座
に

限
り
振
込
み
が
可
能
で
す
。

預
貯
金
口
座
名
義
に
、
店
名
、

事
務
所
名
な
ど
の
名
称
（
屋
号
）

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
又
は
旧

姓
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
、
振
込
み

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、
貯

金
総
合
通
帳
の
記
号
番
号
の
み

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
2
1
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
、
他
の
金
融
機
関
と
の
間
で
使

用
す
る
振
込
用
の
「
店
名
（
店
番
）
」

「
口
座
番
号
」
　
は
記
載
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
通
帳
等
の
再

発
行
番
号
（
記
号
と
番
号
の
問
に

表
示
さ
れ
る
「
－
2
」
な
ど
の
枝
番

）
は
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
銀
行
を
除

い
て
、
還
付
金
の
振
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
振
込
み
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
に
お
問
い
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ

【
重
要
な
ガ
知
ら
せ
】

確
定
申
告
の
手
続
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
2
3
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有

す
る
方
で
、
以
下
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
と
な
る
旨
、
所

得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た。☆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
る
場
合

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
2

か
所
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合

計
額
）
　
が
4
0
0
万
円
以
下
か
つ

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
、
2
0
万
円
以
下
に

該
当
す
る
場
合

〔
注
〕
　
前
記
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、

例
え
ば
、
医
療
費
控
除
や
寄
付

金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
税
務
署
）

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
役
場
税

務課）

こ
と
も
　
【
す
こ
や
か
推
進
課
】

入
札
資
格
申
請
【
総
務
課
】

奥
野
庄
太
郎
氏
に

大
阪
府
知
事
表
彰

▼
平
成
2
4
・
2
5
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
啓
に
つ
い
て

○
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
（
定
期
登
録
）

【
要
領
配
布
期
間
及
び
配
布
場
所

（
窓
口
配
布
の
場
合
）
】

平
成
2
4
年
2
月
1
0
日
（
金
）
ま
で

※
閉
庁
時
を
除
く9

時
～
1
7
時
3
0
分

※
郵
送
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

○
配
布
場
所
・
‥
役
場
総
務
課（5階）

【
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所
】

平
成
2
4
年
2
月
6
日
　
（
月
）
～

平
成
2
4
年
2
月
1
0
日
　
（
金
）

※
閉
庁
時
を
除
く9

時
3
0
分
～
1
6
時

（
1
2
時
～
1
3
時
3
0
分
を
除
く
）

○
受
付
場
所
＝
役
場
研
修
室
3

（3階）

【
有
効
期
間
】

平
成
2
4
年
4
月
1
日
～
平
成
2
6

年
3
月
3
1
日
　
（
2
年
間
）

※
な
お
、
申
請
に
必
要
な
様
式
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

▼
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

新
し
い
法
律
に
よ
り
、
支
給
要

件
な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
2
3
年
1
0
月
1
日
の
時

点
で
受
給
資
格
の
あ
る
方
で
対
象

（
中
学
校
卒
業
ま
で
、
1
5
歳
に
適

し
た
後
最
初
の
3
月
3
1
日
ま
で
）

と
な
る
お
子
さ
ん
を
も
つ
す
べ
て

の
方
に
つ
い
て
申
請
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
ま
だ
の
方
は
出
来

る
だ
け
早
く
申
請
を
お
願
い
し
ま

す。■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◎
厚
生
年
金
加
入
者

受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
等
の
写
し
・
受
給
者
名
義
の

口
座
の
写
し
・
印
鑑

◎
国
民
年
金
加
入
者
（
未
加
入
者
）

受
給
者
名
義
の
口
座
の
写
し
・

印
鑑
。
別
途
、
住
民
票
等
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
公
務
員
の
方
は
職
場
で
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

【
問
】
す
こ
や
か
推
進
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

証
明
書
」
が
「
在
留
カ
ー
ド
」
と

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
　
に
変
わ

り
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
細
が
決
定
さ
れ
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
外
国
人
住
民
の
方
も
住
民
基
本

台
帳
法
が
適
用
さ
れ
、
「
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
」
か
ら

「
住
民
票
」
　
に
な
り
ま
す

●
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は
、

法
改
正
後
も
引
き
続
き
有
効
で

す
●
住
民
票
の
作
成
に
あ
た
り
、
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
く
た
め
の

通
知
を
送
付
し
ま
す

●
詳
し
く
は
総
務
省
、
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
こ
覧
く
だ
さ

【
問
】
住
民
課

環
　
境
　
【
生
活
環
境
課
】

1
月
1
6
日
　
（
月
）
　
～
2
月
2
9
日

（
水
）
　
に
ね
ず
み
駆
除
薬
剤
と
粘

着
シ
ー
ト
を
セ
ッ
ト
に
し
て
　
（
お

一
人
様
1
セ
ッ
ト
・
先
着
6
0
名
）

無
料
配
布
し
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ

る
方
（
各
家
庭
、
事
業
所
等
）
　
は

生
活
環
境
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に

つ
い
て

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
用
地

を
、
善
意
で
掃
除
し
て
い
た
だ
け

る
意
欲
の
あ
る
方
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
用
ご
み
袋
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
っ
て
生
活

環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

塵
活
発
義
歯

外
国
人
登
録
　
【
住
民
課
】

▼
外
国
人
住
民
の
皆
様
へ

～
外
国
人
登
録
制
度
が

変
わ
り
ま
す
～

平
成
2
4
年
7
月
に
新
た
な
在
留

管
理
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
現
行
の
外
国
人
登
録
制

度
か
廃
止
さ
れ
、
「
外
国
人
登
録

ト
東
忠
岡
幼
稚
園

（
1
2
／
8
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

▲
忠
岡
幼
稚
園
（
1
2
／
7
同
園
）
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」

催
し
・
募
集

▼
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
ス
ト
レ
ス
時
代
の笑

い
の
効
用
』

～
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
～

日
　
時
　
1
月
2
3
日
　
（
月
）

1
3
時
3
0
分
～

会
　
場
　
役
場
研
修
室
1
・
2

参

　

加

　

無

　

札

申
込
不
要
／
当
日
直
接
会
場
ま
で

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

『
社
会
的
な
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
L
　
〔
参
加
無
料
〕

日
　
時
　
1
月
2
1
日
　
（
土
）

1
4
時
～
1
7
時

大
阪
府
和
泉
保
健
所

1
月
1
3
日
ま
で
に
和
泉

保
健
所
へ
電
話
申
込

【
間
】
和
泉
保
健
所

℡

4

1

・

1

3

4

2

▼
防
衛
省
自
衛
隊
募
集

《
一
般
幹
部
候
補
生
》

幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度

です。
応
募
資
格
　
2
0
歳
以
上
2
6
歳
未
満

の
者
（
2
2
歳
未
満
の
者
は

大
卒
及
び
見
込
含
む
）

受
付
期
間
　
2
月
中
旬
～
5
月
上

旬

【
間
】
自
衛
隊
岸
和
田
地
域
事
務

所

℡

0

7

2

・

4

2

6

・

0

9

0

2

▼
岸
和
田
健
老
大
学
3
5
期
生
募
集

授
業
日
　
毎
週
火
曜
日

1
0
時
3
0
分
～
1
6
時

（
ク
ラ
ブ
活
動
は
別
曜
日
）

場
　
所
　
岸
和
田
市
立
福
祉
セ
ン

ノ々ー5
5
歳
以
上
（
原
則
）
　
で

通
学
可
能
な
方

5
0
名

入

学

金

　

5

0

0

0

円

学

費

月

3

5

0

0

円

※
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

詳
細
サ
イ
ト
　
F
t
t
p
＼
＼
w
w
w
．
t

碁
．
z
a
q
n
e
j
p
＼
k
e
n
r
O
仁
＼

【
間
】
3
／
3
0
ま
で
に
大
学
事
務

局へ。

℡

0

7

2

・

4

3

1

・

1

5

7

5

現
在
大
阪
府
で
は
、
平
成
2
2
年

度
か
ら
銅
年
度
の
3
年
間
で
「
全

市
町
村
に
特
例
市
並
み
の
権
限
移

譲
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
、
平
成
2
4
年
1
月
以
降
に
次
の

事
務
を
受
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
受

入
れ
た
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
、

本
町
か
ら
泉
大
津
市
に
事
務
の
管

理
・
執
行
を
委
託
し
ま
す
。
泉
大

津
市
に
委
託
し
た
事
務
の
管
理
・

執
行
に
際
し
て
は
、
泉
大
津
市
の

条
例
等
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
住
民
生
活
の
向
上
に
資
す

る
よ
う
、
事
務
の
受
入
れ
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

忠
岡
町
が
受
入
れ
る
事
務

《
平
成
2
4
年
2
月
か
ら

消
防
本
部
で
受
入
》

▼
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
つ
く
許

認
可
等
　
▼
液
化
石
油
ガ
ス
の
保

安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
認
可
等

▼
火
薬
類
製
造
販
売
営
業
の
許

可
等

〔
平
成
2
4
年
4
月
か
ら

建
設
課
で
受
入
〕

▼
優
良
住
宅
の
認
定
等
他

泉
大
津
市
へ
事
務
委
託
す
る
事
務

〔
平
成
2
4
年
1
月
か
ら
事
務
委
託
〕

▼
大
気
汚
染
防
止
法
に
係
る
規
制

事
務
、
大
阪
府
生
活
環
鹿
の
保
全

等
に
関
す
る
条
例
に
係
る
規
制
等

事
務
　
▼
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

特
別
措
置
法
に
係
る
規
制
事
務
等

▼
特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防

止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

係
る
届
出
受
理
事
務
等
　
▼
屋
外

広
告
物
の
許
可
事
務
等
及
び
措
置

命
令
等
の
事
務

〔
平
成
2
4
年
3
月
か
ら
事
務
委
託
〕

▼
P
R
T
R
法
（
特
定
化
学
物
質

の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及

び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る

法
律
）
　
に
基
づ
く
届
出
の
経
由
及

び
意
見
の
添
付
、
大
阪
府
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
く
届
出
等

【
間
】
政
策
推
進
課
ま
た
は
担
当

部
署
ま
で

忠
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

法
人
化
2
0
周
年
記
念

ふ
れ
あ
い
大
会
を
開
催
！

■
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る

上
ノ
山
会
長

ト
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
に
ぎ
や
か
な
催
し
が
＝

た
だ
お
課
長
も
参
加
－
・

地
域
安
全
セ
ン
タ
ー

忠
岡
S
A
F
に
よ
る

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

配
布
で
啓
発
活
動



許認可（無料）相談のご案内
行政書士による建設業許可、運送業許

可、電気工事業登録、法人設立等について

のご相談を承ります。

と　き　1月19日（木）13時～16時

ところ　商工会会議室

★相談は無料ですが事前にお申し込みください。
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消費生活相談　　労働相談 
毎週火・木曜日　　　　毎月第3木曜日 

13時～16時　13時30分～15時30分 

★受付・問合せ　役場4階　産業振興課 

℡22－1122 

（相談無料、まずはお電話ください） 

※相談日は変更する場合もあります。広報紙裏面の 
カレンダーでご確認ください。 

～
新
規
開
業
を
応
援
し
ま
す
～

新
規
開
業
（
無
料
）
相
談
会

商
工
会
で
は
新
規
開
業
を
お
考

え
の
方
に
資
金
融
資
を
は
じ
め
、

事
業
計
画
の
策
定
、
記
帳
か
ら
個

人
の
決
算
、
労
働
保
険
、
社
会
保

険
手
続
き
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
対
し
て
経
営
指
導
員
が
適
切
な

ア
ド
‖
ハ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
個
別
相
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さい。
●
日
時
　
1
月
1
6
日
　
（
月
）

1
4
時
～
1
6
時

●
会
場
　
忠
岡
町
商
工
会
会
議
室

※
お
申
し
込
み
・
詳
細
は
商
工
会

事
務
局
ま
で

T

E

L

3

3

・

3

2

0

8

F

A

X

3

2

・

4

8

8

0

メ
ー
ル
一
⊃
f
O
㊥
｛
乳
a
O
k
餌
O
r
J
P

忠
岡
川
柳
会
（
㌘
れ
る
」
）
　
鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
胸
の
内
忘
れ
上
手
は
生
き
上
手
　
　
　
　
　
　
　
勝
又
栄
美
子

※
人
生
を
巧
み
に
生
き
抜
く
術
を
お
持
ち
の
方
は
遅
し
い
と
思
い
ま
す
。
ほ

と
ほ
ど
の
忘
れ
上
手
も
時
に
は
必
要
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

求
職
者
の
方
へ

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を
－

「
求
職
者
支
援
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
の
方
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目

指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
」
ま
た
は
、

「
公
共
職
業
訓
練
」
　
を
受
講
で
き

ま
す
。
（
選
考
あ
り
）

※
原
則
と
し
て
、
受
講
料
は
無
料
、

テ
キ
ス
ト
代
な
と
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

●
訓
練
期
間
中
及
び
訓
練
終
了
後
も

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
。

●
収
入
、
資
産
な
ど
の
一
定
要
件
を

満
た
す
方
に
、
訓
練
期
間
中
「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し

ま
す
。

※
求
職
者
支
援
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
　
職

業
相
談
部
門
　
職
業
訓
練
相
談
コ

ー

ナ

ー

ま

で

　

℡

3

2

・

5

1

8

1

ひ
き
こ
も
り
ニ
ー
ー
ト
相
談
会

「
ひ
き
こ
も
り
‥
一
－
ト
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
2
月
2
8
日
　
（
火
）

1
5
時
3
0
分
～
1
9
時
3
0
分

※
要
電
話
予
約

場
　
所
　
泉
の
森
ホ
ー
ル
　
泉
佐
野

市
市
場
東
1
丁
目
2
9
5
－
1

地
球
に
や
さ
し
い

ト
イ
レ
の
水
洗
化

水
洗
化
に
は
『
助
成
金
制
度
』

や
『
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。
　
【
問
】
下
水
道
課

○
あ
の
世
へ
の
旅
な
ど
忘
れ
今
日
ゴ
ル
フ

○
苦
労
か
て
成
功
す
れ
ば
忘
れ
去
る

○
冗
談
と
思
え
る
ほ
ど
の
も
の
忘
れ

○
覚
え
下
手
忘
れ
上
手
な
年
と
な
る

物
忘
れ
治
す
に
付
け
る
薬
な
し

こ
の
部
屋
に
な
に
し
に
釆
た
か
忘
れ
て
る

物
忘
れ
年
の
所
為
だ
と
婆
々
の
愚
痴

忘
れ
て
た
軍
歌
が
弾
む
同
窓
会

人
生
の
嫌
な
こ
と
だ
け
忘
れ
た
い

災
害
と
失
言
は
忘
れ
た
頃
に

ふ
る
里
の
方
言
忘
る
土
地
と
な
る

苦
し
く
て
忘
れ
た
い
た
め
唄
う
歌

母
ち
ゃ
ん
は
都
合
の
よ
い
時
物
忘
れ

諦
ら
め
た
頃
に
出
て
く
る
忘
れ
物

昭
和
の
世
良
く
も
悪
く
も
忘
れ
て
る

置
き
忘
れ
見
つ
け
た
時
は
用
は
無
し

嫌
な
こ
と
忘
れ
ず
成
長
の
糧
と
せ
む

昨
日
の
今
俺
は
何
を
し
て
た
っ
け

網
谷
　
英
樹

上
川
　
睦
男

上
西
　
洋
治

西
川
　
粋
謡

杉
谷
　
晶
三

烏

谷

　

　

猛

川
崎
ア
イ
子

岡

川

　

　

衛

神
山
　
芳
子

正
木
　
伸
明

上
田
　
克
子

藤
田
志
津
恵

犬
伏
晃
一
郎

山
田
　
典
和

橋
口
美
恵
子

砂
原
　
久
子

吉
田
　
光
子

選

　

　

　

者

2
月
度
題
『
　
夢
　
』
　
1
月
5
日
締
切

3
月
度
題
二
二
痛
い
』
　
2
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
　
〒
莞
千
〇
八
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
1
月
1
7
日
　
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）
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忠
岡
町
句
会

湯
豆
腐
に
一
人
の
夕
餉
味
気
な
し

短
日
の
夕
日
す
と
ん
と
消
え
落
ち
る

松
手
入
空
あ
た
ら
し
く
仕
上
が
り
し

捨
て
ら
れ
ず
片
付
善
も
せ
ず
暮
早
し

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

西
谷
　
祥
子

田
辺
紗
豊
子

奥

野

一

郎

句
座
に
つ
き
師
走
忘
れ
て
し
ま
ひ
け
り

湯
豆
腐
の
湯
気
に
ほ
ぐ
れ
て
来
し
笑
顔

実
の
赤
き
樹
樹
の
際
立
つ
十
二
月

湯
豆
腐
に
酒
の
旨
さ
を
知
り
に
け
り

は
や
ば
や
と
女
は
か
り
の
年
忘

湯
豆
腐
の
湯
気
の
向
こ
う
の
顔
た
の
し

花
野
　
昭
子

花
野
　
久
子

田
辺
千
鶴
子

松
島
　
信
雄

金
田
　
芳
子

高
橋
あ
い
子

そ
れ
ぞ
れ
の
秋
の
仕
合
せ
不
仕
合
せ

井
上
久
美
子

冬
さ
う
び
置
き
去
り
に
し
て
日
の
落
つ
る
　
赤
松
　
朝
子

栗
御
飯
初
物
好
き
の
亡
善
夫
に
　
　
　
　
　
前
川
　
絹
代

さ
ば
に
活
け
冬
薔
薇
香
る
自
祝
か
な
　
　
　
櫻
井
恵
美
子

次
回
　
一
月
七
日
　
（
土
）
　
季
乃
陣
　
締
切
一
時
半

岸
和
田
城
吟
行
　
嘱
目

、
、
．
、
勺
、
人
勺
．
く
．
、
勺
．
勺
．
．
ヽ
．
も
．
．
．
．
勺
、
」
、
勺
、
よ
や
、
長
、
．
勺
、
式
、
く
㌧
馬
．
．
、
勺
．
」
、
勺
．
．
▲
勺
．
．
．
へ
、
一
句
、
ベ
、
塙
、
一
句
、
や
．
．
▲
勺
し
、
勺
．
．
▲
も
り
、
勺
．
、
へ
r
．
．
勺
r
．
勺
＼
式
、
′
式
、
ノ
く
ト
、
へ
、
」
、
勺
．
．
、
へ
．

忠
岡
複
数
毅
竺
諒
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

震
災
の
悲
し
き
ニ
ュ
ー
ス
案
じ
来
て
心
に
の
こ
る
絆
の
一

字

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
世
界
観
測
史
上
最
大
の
マ
ク
こ
チ
ュ
ー
ト
9
の
震
災
で
私
達
は
甚

大
な
苦
し
み
と
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
復
興
を
目
差
す

九
箇
月
の
日
々
を
案
じ
続
け
て
お
ら
れ
る
作
者
、
強
く
な
っ
て
ゆ

く
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
知
ら
れ
て
肝
銘
を
受
け
ら
れ
た
。

軽
や
か
に
中
学
生
の
陸
上
部
今
日
も
走
り
来
土
手
の
夕
暮

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

※
青
春
物
の
映
画
の
一
シ
ー
ン
の
様
だ
。
「
今
日
も
」
と
あ
る
の
で
作

者
が
目
に
な
さ
る
日
瑞
の
ロ
メ
な
の
だ
ろ
う
。
大
津
川
の
土
手
で
あ

ろ
う
か
。
中
学
生
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
て
作
者

も
昔
を
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
夕
映
え
の
中
で
。

小
二
の
児
ら
「
町
た
ん
け
ん
」
　
に
わ
が
店
を
古
き
駄
菓
子

屋

エ

ー

ル

を

も

ら

う

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

※
こ
の
素
値
に
詠
ま
れ
た
作
品
に
触
れ
る
と
先
ず
忠
岡
町
っ
て
良
い

町
だ
な
あ
、
と
思
う
。
小
学
二
年
生
の
児
童
達
は
此
の
探
検
で
町

へ
の
愛
、
住
人
へ
の
変
も
芽
生
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
永
く

お
店
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
作
者
も
子
等
の
パ
ワ
ー
を
貰
わ
れ
た
。

開
き
た
る
祖
国
の
地
図
に
思
い
お
り
川
を
隔
て
し
父
母
の

出

会

い

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

三
門
よ
り
洛
中
見
渡
す
南
禅
寺
古
稀
越
す
友
と
　
「
五
右
衛

門
」
　
の
見
得
（
み
え
）
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
里
　
英
彦

花
切
ら
ず
蚊
を
も
殺
め
ず
ブ
ー
タ
ン
は
心
優
し
き
幸
福
の

国

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

独
り
居
の
翁
肌
着
を
つ
く
ろ
い
て
干
し
て
眺
め
て
宴
を
し

の

へ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

韓
国
の
納
骨
堂
に
墓
参
り
夫
と
そ
ろ
い
の
骨
壷
な
ら
ぶ

金

　

　

寿

子

滝
畑
ダ
ム
眺
め
の
宿
し
さ
ざ
波
に
紅
葉
の
木
々
の
水
面
に

ゆ

る

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

柿
す
だ
れ
あ
ま
た
吊
ら
る
る
紀
の
国
の
村
森
閑
と
秋
の
日

さ

し

入

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

ぶ
じ
終
え
し
友
の
手
術
に
安
堵
し
て
退
院
の
ち
の
再
会
ま

た

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

し
ぶ
柿
を
軒
に
吊
る
し
て
眺
め
お
り
お
せ
ち
の
な
ま
酢
に

使

い

た

か

り

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

予
約
せ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
愛
ら
し
く
女
孫
に
贈
る
そ

の

日

を

待

て

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

路
傍
に
と
捨
て
ら
れ
ゆ
き
つ
る
空
き
缶
を
我
の
晩
年
見
る

が

如

く

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

客
ふ
た
り
小
春
日
和
の
美
容
室
わ
れ
シ
ャ
ワ
シ
ャ
ワ
と
シ
ャ

ン

プ

ー

さ

れ

お

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

ゼ
ウ
ス
神
（
し
ん
）
　
の
神
通
力
ぞ
頼
み
な
る
ギ
リ
シ
ア
の

危

機

を

救

わ

ん

が

た

め

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

大
筆
で
児
ら
の
成
長
書
き
と
め
て
心
ゆ
さ
ぶ
る
幼
（
お
さ

な

）

　

日

を

恋

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

渡
月
橋
に
た
た
ず
み
四
方
　
（
よ
も
）
　
の
山
仰
き
と
き
め
き

新

た

燃

え

立

つ

紅

葉

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子
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一棟州明

利希男子
瞬章史　　情

浩一子恵幾介

▲ソフトテニス

No543　201211（12）

本
と
の
出
会
い

土

　

7

　

1

4

　

2

1

　

2

8

金

　

6

　

1

3

　

2

0

　

2

7

木

　

5

　

1

2

　

1

9

　

2

6

水

　

4

　

日

　

1

8

　

2

5

火
◎
⑲
⑫
⑳
◎

月
①
◎
⑲
⑳
⑳

日
①
8
1
5
2
2
⑳

第
4
9
回

大
阪
府
ス
ポ
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年
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会

ソ
フ
ト
テ
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競
技
の
部
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／
2
0
　
泉
南
市
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新
着
図
書
案
内

《一般書》

海
の
向
こ
う
に
本
を
届
け
る栗

B

図

説

平

清

盛

　

　

　

　

樋

口

夢
を
か
な
え
る
。
　
　
澤

プ
ラ
ガ
ー
ル
3
・
1
1
　
清
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新
・
予
防
接
種
へ
行
く
前
に

ジ
ャ
パ
ン
マ
シ
二
ス
ト
社

銀
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の
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ホ
テ
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ピ
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ペ
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近
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一
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杉

本

ヒ

ー
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堂

場

ヒ
ア
・
カ
ム
ズ
・
ザ
・
サ
ン
　
有
川

み
ん
な
で
ー
い
え
を
た
て
る鈴

木
ま
も
る

パ

ス

が

く

る

ま

で

　

　

黒

井

　

　

健

み
ず
い
ろ
の
マ
フ
ラ
ー
　
松
成
真
理
子

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ス
タ
ー

イ
ン
ク
リ
ッ
ド
・
コ
ド
ン

ツ
チ
ノ
コ
温
泉
へ
よ
う
こ
そ中

山
　
聖
子

あ
や
か
し
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
斉
藤
　
　
洋

魔
法
の
泉
へ
の
道

リ
ン
ク
・
ス
ー
・
パ
ー
ク

さ
ざ
な
み
の
国
　
　
　
勝
山
海
百
合

ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ヒ
ア
ア
フ
タ
ー

よ
し
も
と
ば
な
な

放

蕩

記

　

　

　

　

　

　

　

村

山

　

由

佳

こ
れ
で
お
し
ま
い
　
　
佐
藤
　
愛
子

《児童書》

学
習
新
聞
の
つ
く
り
方
事
典

P
H
P
研
究
所

す
か
ん
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
　
技
術
評
論
社

木
の
葉
や
花
を
た
の
し
む
1
2
か
月

姉

崎

一

馬

【
伝
統
芸
能
特
集
】

落
語
や
歌
舞
伎
、
能
、
狂
言
な

ど
の
本
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
芸

毎
週
水
曜
日
、
午
後
3
時
か
ら

図
書
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

年
始
は
1
／
4
　
（
水
）
　
1
0
時

か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
。

～
生
活
環
境
セ
ミ
ナ
ー
～

米
の
と
ぎ
汁
発
酵
液
で

配
水
管
が
ス
ッ
キ
リ
！

と
　
き
　
1
／
2
5
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
1
階
視
聴
覚
室
他

定
　
員
　
3
0
名

内
　
容
‥
・
米
の
と
き
汁
醜
酵
液

と
み
か
ん
の
皮
エ
キ
ス

作
り
方
・
暮
ら
し
に
役

立
つ
環
境
ビ
デ
オ
上
映

教
材
費
　
4
0
0
円
（
E
M
ぼ
か

し
等
の
お
み
や
げ
あ
り
）

申
込
み
　
1
／
5
～
1
8
に
教
材
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

キ
ム
チ
作
り

と

　

き

　

2

／

5

　

（

日

）

2
／
4
　
（
土
）
　
準
備

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

材

料

代

　

8

0

0

円

対
象
者
　
2
日
間
出
席
で
き
る
方

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

内
　
容
　
白
菜
・
大
根
キ
ム
チ
他

申
込
み
　
1
／
5
～
2
8
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

文
化
会
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

1
／
4
㈱
～
通
常
と
お
り
開
館
。

▼
中
学
男
子
の
部

優
　
勝
　
藤
江

川
村

準
優
勝
　
正
木

矢
野

第
三
位
　
小
西

川
崎

▼
中
学
女
子
の
部

優

　

勝

　

馬

道

平

第
2
9
回
大
阪
中
学
生

恭
平
選
手

選
手

謙
弥
選
手

幸
成
選
手

一
輝
選
手

雄
祐
選
手

理
帆
選
手

理
那
選
手

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
1
1
／
6
　
寝
屋
川
市
）

入
　
賞
　
熊
谷
一
希
選
手

第
9
位
　
矢
野
　
幸
成
選
手

第
1
8
回
岸
和
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
大
会

（
1
1
／
2
7
　
岸
和
田
市
）

▼
小
学
2
年
（
男
）
組
手
優
勝

小
学
2
年
　
（
男
女
）

形
最
優
秀
選
手
賞

内
村
　
　
樹
選
手

（▼

▼
中
学
生
　
（
男
）
　
形

第
3
位
　
坪
佐
　
幸
治
選
手

▼
小
学
4
年
　
（
男
）

組
手
最
優
秀
選
手
賞

内

村

　

　

葵

選

手

河
内
長
野
市
剣
道
連
盟
会
長
杯

第
1
9
回
少
年
剣
道
大
会

（
1
2
／
4
　
河
内
長
野
市
）

▼
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

優
　
勝
　
加
守
田
一
旦
希
剣
士

▼
団
体
の
部
　
第
3
位

村
松
航
太
郎
剣
士

金
口
日
向
花
剣
士

谷

本

　

　

健

剣

士

西
山
　
某
月
剣
士

溢
谷
　
拓
己
剣
士

大
阪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
3
1
回
親
善
サ
ッ
カ
Ⅰ
大
会

（
1
1
／
2
0
大
阪
市
）

忠
岡
S
S
S
が
準
優
勝



画画画画画
日　時　1月11日（水）19時～

場　所　忠岡町シヒックセンター

ふれあいホール

演　題　「地域で取り組む子ども

の成長発達の保障」

～学校と連携した、

課題のある子ともへの支援とは～

講　師　弁護士、TPC教育サポートセンタ
一理事【代表】、大阪府スクールソ

ーシャルワーカースーパーバイザー

峯本　桝治氏

主　催　忠岡町PTA協議会

忠岡町教育委員会

【間】忠岡町教育委員会学校教育課℡22－1122

今冬の玲電のお願い
3月23日（金）まで

＋曜日■時間帯

平日の9時～21時〔特に18～21時〕

■削減率…10％以上のご協力をお願い

致します。

【間】関西電力㈱（通話料無料）
0120・911・777
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■
ひ
こ
う
せ
ん

ト
こ
ど
も
た
ち
の
合
唱

（
バ
ン
ヒ
ー
ナ
）

l
圏
を
守
る
の
は
大
嵐
響

良
二
音
楽
祭

家
庭
で

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

『
3
つ
の
約
束
』
！

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
新
浜
緑
地

・
大
津
川
河
川
公
園

2
月
分
貸
出
抽
選
会

日
　
時
　
1
／
4
　
（
水
）

1
7
時
か
ら
抽
選

会
　
場
　
児
童
館
前
エ
ン
ト
ラ

ン
ス

【
間
】
生
涯
学
習
課

①
知
ら
な
い
人
に
は

つ
い
て
い
か
な
い
！

危
険
と
思
っ
た
ら

『
助
け
て
』
　
と
大
声
を
出
す

②
お
友
達
が
危
な
い
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
大
人
に
知
ら
せ
よ
う
－
・

③
絶
対
に
一
人
で
遊
ば
な
い
ー

外
出
先
や
目
的
、
帰
宅
時
間
を

言
う
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
ー

冊
放
送
大
学
4
月
生
募
集
仙

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

＿

＿

■

t

■

■

こ

こ

　

■

】

〓

】

■

■

■

】

■

■

■

■

一

放
送
大
学
で
は
、
平
成
2
4
年
度

第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
　
の
学
生

ト
た
だ
お
課
長
も
指
揮
で
参
加

▲
ゲ
ス
ト
の

ハ
ー
プ
＝
内
田
奈
織
さ
ん
・
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
＝
仙
崎
和
男
さ
ん
に

よ
る
全
員
合
唱

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
2
月
2
9
日
ま
で
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
大
阪
学
習

セ
ン
タ
ー
（
℡
0
6
・
6
7
7
3
・

6
3
2
8
）
　
ま
で
。

◆
日
本
語
よ
み
か
き
教
室

開
設
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
　
　
1
4
時
～
1
6
時

・
日
本
語
で
の
会
話
や
よ
み
か
き

を
中
心
に
学
習

・
外
国
人
に
は
日
本
語
の
学
習
と

交
流
活
動
を
し
ま
す

費
用
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

※
随
時
受
付
・
電
話
申
込
可

と
い
　
　
た
だ
お
か
ち
、
ご
つ
ぶ
ん
か
か
い
か
ん

【
間
】
忠
岡
町
文
化
会
館

℡

0

7

2

5

・

3

3

・

1

1

5

1



特定・一般健診・がん検診は下記町内医療機関で3月31日

まで実施中です。こ希望の方は、医療機関に直接お問い合わ
せください。（23年4月以降ですでに受診している場合は、

受けられません。）

受診料二特定・一般健診…1，000円　がん検診…各500円

（生活保護世帯の方は保健センターに費用免除の申請をすれば無料）

対象者　忠岡町にお住まいの40歳以上の方。（ただし、子宮がん検

診は20歳以上、一般健診・乳がんエコー検査は30～39歳の方）

※乳がん検診（マンモグラフィ、エコー検査）は要予約です。必

ず医療機関にこ予約の上来院してください。

※特定健診は、国民健康保険加入者で保険課から送付されている

受診券と保険証が必要です。

※健康診査についてのお問い合わせは、保健センターまで。

医療機関名 們�邵+X,H*(.佶��h���ｸ�8,ﾈﾉ��h*ｨ�9�h,X*ｸ-ﾈ+x�｢�特定 �ｨﾈ"�肝炎 ��Y+��前立腺 �ﾙG��子宮 �?ｸ*�/��

健診 佶���がん �*ｨ��/��骨そ �*ｨ/��

安藤外科整形外科医院 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�集 団 健 診 の み ����／ 

うえにし乳腺消化器クリニック ��ｲ�／ ����○ ��������マンモ エコー 

おくだ医院　℡31－0728 ��ｲ�○ ����ﾒ�○ ��ｲ�����／ 

加藤医院　℡20－2600 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��������／ 

聖祐病院　℡20－6650 ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�����エコーー 

中川クリニック℡22【1611 ��ｲ�○ ����ﾒ�／ ��ｲ�今 年 度 分 は 終 了 し ま し た ����／ 

広部クリニック℡32－1831 ��ｲ�（⊃ ��ｲ�〔） ��ｲ�����／ 

真嶋医院　℡32－2481 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�����／ 

村田内科　℡46－3700 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�����／ 

やぎ医院　℡23－8864 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�����／ 

八木レディースクリニック ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ������ｲ�エコ－ 

安明医院　℡33－5916 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�����／ 

★乳がん検診・子宮がん検診のご案内★
がん幌諺のクーポン葬をお持ちの斤は

この稚芸に受診してください！

1月23日（月）9時～15時30分　場所：保健センター

事前に保健センターに申し込みが必要です。がん検診クーポン

券で受診の方は、年度末医療機関は大変混みあい、予約がとれな

くなる可能性があります。是非、この検診をご利用ください！

一・t・◆役拐の呂経相談◆・・…・

【法律相談】1／25挑）13　30～　役場

3階交流センター　当日9時から電話

受付（先着6名）政策推進課　℡22－

1122

【行政相談】電話受付（政策推進課）
℡22－1122

【人権相談】1／17扶）13　30～15　30

いき力てい支援課横相談室13日軸まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】1／19（湘13　30～15　30

いさかい支援課横相談室　直接会場へ

【消費生活相談】毎週火・木曜日13　00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【女性の悩み】1／18㈹1330～1600

文化会飴3階相談室15［］（日）16　00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピープルハウ
ス忠岡内）

l　　　◆総合福祉センター◆

℡22－0350

●なつかしの映画会1／5（剤13：30～

●パンパ一会　　　1／10㈹13：30～

●カラオケ会　　　1／17㈹13：30～

●もちつき大会　1／20偉）11：00～

●編み物教室　　1／24㈹13・30～

☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～

☆囲碁・将棋　　火・木　13：00～

☆大正琴　　　第1・3木10：00～

☆ハワイアンプラ　　金　10：30～

◆東忠岡老人いこいの家◆
℡22－1567

☆カラオケクラブ　月～金13：00～

火　10：00～！

月　10：00～i

和泉保健所だより
℡41－1342

★肝炎ウイルス検査

1／17（火）受付9時30分～10時30分

要電話予約

★エイズ・クラミジア検査と相談

抗体検査1／11（水）・25（水）

受付9時30分～11時　※電話相談可

★こころの健康相談　随時（要電話予約）

No543　201211（14）



保　　健

セン9－
繚場2階

もe…22【1122（内絡～流離

rdX：二　郎63

メールアドレス
hok餓8⑳藍聞n薫鉄血oka．Jp

メタポ予防「お腹すっきりスリム教室J
お腹周りの脂肪の晋磯は、糖尿病など生活習慣病を

ひきおこす原因になることがわかっています。今年は、

健康的な生活習慣を身につけて、ゆっくり確実にダイエ

ットしましょう！

★対　象　町在住の30歳以上69歳以下の方で、腹囲（お

へその上）が男性85cm以上、女性900m以上

★期　間　平成24年2月～5月中旬の3ヶ月（平日午後

から2時間程度の教室を7回実施予定）。日

程等詳細については保健センターまでお問い

合わせください。

忠岡町保健センター（役場2階）

メタボ予防や改善方法について、実習などを

交えて具体的にお話します。教室参加前と後

に、身体計測、血液検査を実施し、教室の効

果を判定します。

★定　員　20名（定員を超えた場合今年度の健診結果や

受診結果等を参考に必要性の高い方を優先）

★申込方法：て／3ほでに保健センターへ申込み

支嘩セン9－・

℡　20十0331

fax、20⊥8335小〆

（15）　No543　201211

丁
÷
二

▼
B
C
G

l
／
1
2
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
【
受
付
】

対
象
…
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診

1
／
1
7
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
…
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

1
／
2
7
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

母
と
子
の

教

　

室

・
＝
・
・
申

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

1
／
5
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

1
／
1
0
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

1
／
1
2
　
（
木
）

▼
離
乳
食
講
習
会
　
（
予
約
不
要
）

1
／
1
2
（
木
）

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
（
雨
天
中
止
）

1
／
1
9
　
（
木
）

川
時
～
正
午

束
忠
岡
保
育
所

【
1
／
5
～
受
付
】

▼
お
母
さ
ん
の
勉
強
室

～
子
ど
も
と
楽
し
む

絵
本
教
室
～

1
／
2
6
　
（
木
）

1
0
時
1
5
分
～
正
午

【
1
／
5
～
受
付
】

▼
ペ
ビ
マ
ク
ラ
ブ

2
／
3
・
1
7
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
2
～
4
ヵ
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん

【
1
／
5
～
受
付
】

一
室
≡
二
宣

▼
健
康
料
理
教
室

1
／
1
6
　
（
月
）
　
1
0
時
～

対
象
…
6
5
歳
以
上
の
方

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

1
／
2
4
　
（
火
）
　
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
歌
体
操

1
／
2
4
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

対
象
…
高
齢
者

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

1
／
2
5
　
（
水
）
　
1
0
時
～

【
予
約
受
付
は
1
／
5
か
ら
】

▼
健
康
相
談

1
／
3
0
（
月
）
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
．
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
ご
p

【
予
約
制
の
行
事
】
耳
ッ
ト
予
約
）

▼
豆
ま
き
会

2
／
3
　
（
金
）
　
1
0
時
～

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
／
2
5
（
水
）
受
付
※
】

▼
英
会
話

2
／
6
　
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
／
2
6
（
木
）
受
付
※
】

▼
2
月
の
お
誕
生
会

2
／
7
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
1
／
3
0
（
月
）
受
付
※
】

★
2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

※
1
0
時
～
1
3
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

1
／
6
（
金
）
身
体
測
定

1
／
1
1
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

（
0
歳
以
上
）

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



工十二」1月の行事カレンダー＝

日 佇��火 ��R�木 仞��⊥＋ 

1元日 ��S)�Y�hｷ�?｢�3 釘�5 澱�7 

憩： 剪� ��・野球教室 

始 �3�8�c�����⑳10：00～ ����c3������5��｢�

一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾈ肢�｢�一般ゴミ④ ペット（西側） �ｩLｨ587鑼r�

8 等�ﾉ�ﾈ,ﾄ��10 ����12 ��2�14 
・謁防出初式 ��Y�ﾉ�ﾈ�� � 

㊤相聞ト 俶霈h����

10：栂～ （3．P） ・おもちゃの病院 ��払��｢�⑳13：OD～ ㊦10：OD～ 刧S13：OD～ ・白CG接種 ㊥13：30～ 

缶・ビン（】西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ ��一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

15 ��b�17 ����19 �#��21 

⑳10：00～ ��（14P） ����.ｸ､ｩ_｢���xc���c�����㊨10：DO～ 

一般ゴミ㊤ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

22 �#2�24 �#R�26 �#r�281 

ん健診 �� ��日・⑳10：00～ 

⑳9：00～ 仆8�u3���c�������ﾉ�ﾉ���u3�8�c3���� 俟8��u3���c�X���

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

29 �3��31 �(����

⑳13：30～ ��

一般ゴミ㊤ �ｩLｨ587鑼r�

⑳役　場㊨讐ンタ讐⑤余響）こ

㊧文化会館㊥漂育票㊨悪書票

㊥窟首富⑳誓う雪聖⑳笑う誘

◆＝予約が必要です。

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ㊤1馬瀬∴化出、高月南、高

月北
一般コミ㊥…新浜、忠岡南・中t北・棄

ペ　ット（西側）　南海繚西側

ペ　ット（東側）　南海繚東側

缶・ピン（西側）‥　南海線西側

缶・ピン（東側）‥　南海線東側

人口18．138人（－11人）

男　8．783人（－1人）

女　9．355人（－10人）

世帯　　7′574（＋7）

≪2011年11月末現在≫

粗大ごみ

申込みセンター

電　話

0800－123－5353


